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衆議院議員 かめい善太郎
活動ニュース

国政活動レポート

2007年１２月号

平素は、かめい善太郎に温かいご指導、ご支援を賜り、心から厚く御礼申し上げます。
かめい善太郎の国政活動レポートを送付致します。関係の皆さまに、ご回付いただきますよう、お願い申し上げます。

政策コラム ： 日々の活動の中でかめい善太郎が考えたこと、思うこと

年金制度の抜本改革について「中間とりまとめ」を発表／皆さまからのご意見を募集中！！

" 年金制度を抜本的に考える会" を開き、中間とりまとめを発表しました。
10月初旬の立ち上げ以来２か月、毎週火曜日、専門家や関係者の意見を
聞きながら、議論を進めてきました。立ち上げから、勉強会の準備、さらに
は中間とりまとめの作成まで事務局として取り組んできました。
有識者や関係者の皆さん、さらには、これまでの勉強会にご出席いただい
た議員の皆さんの意見も踏まえると、「現制度の課題を解決し、信頼回復さ
せるには、財源も含めた制度の抜本改革が必要」が我々の考えです。

中間とりまとめ（http://www.y- kamei.com/press/pension_interim_report_0712.pdf）

【基本的な考え方】
● 国民ひとりひとりの" 自立" と社会全体の"共生" を促す制度として、年金制度の抜本改革が必要
● 抜本改革にあたっては、わかりにくい複雑な制度を廃し、簡素な制度により公正を実現
● 一方で、厳しい財政事情を踏まえ、未来世代に対して責任ある制度を構築

【新しい制度の枠組み】
● 基礎部分＋積立部分＋個人年金等の３階建て
● 基礎部分は、全額税財源とし、全高齢者に同額給付（財源には幅広い年代に公平に課税される消費税が適当）
● 積立部分は、現役時代に収入に応じて積み立て、老後は自らの積立金を取り崩して充当
● 老後の生活資金を充実させるため、個人年金などのインセンティブ、リバースモーゲージなどの政策を充実
● 新制度に移行するには、時間をかけた、現制度からの移行措置が必要

－ これまでの支払い保険料に対する公平性の確保、積立制度への移行に伴う積立不足額への対応
● 社会保険庁は、新制度により、機能のほとんどが不要になるため、新しい行政事務執行機関を考える必要

新しい制度は、移行措置も含め、新しい財源が必要であり、国民のご理解をいただかなければいけません。負担も
便益も大きくなるところ／小さくなるところ、それぞれがあり、世代によって、そのバランスも変わります。
さらに制度の検討を重ねて、「具体的にどうなるのか。」を皆さんに示していかなければいけないと考えています。
これをベースに、幅広いご意見を取り入れ、制度の詳細化や残された論点について、最終提言にしていく予定です。
つきましては、皆さまからご意見を募集したいと存じます（締切：12月末）。ホームページにある「お問い合わせ、ご意
見、感想をどうぞ」から、ご意見を送信ください。ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

かめい善太郎ホームページもご覧いただければ幸いです。 ご覧いただくには、検索エンジンで「かめい善太郎」と検索ください。

編集・発行： かめい善太郎事務所

若手経営者の皆さんとさまざまな課題について懇談

相模原南部地区の若手経営者の皆さんとそれぞれが抱える課題について
懇談会を実施しました。
中小企業経営はきわめて厳しいものがあります。
従業員の確保、原材料の上昇、競争激化による価格低下、市場の縮小
（さらには市場を超えた競争も起きています）、厳しい資金繰りなどなど、
厳しいことばかりです。
大企業による下請けへの厳しい対応にも目に余るものもあります。
「産業別政策の効果がきちんと中小企業まで届いているのか？」
単に産業政策として、業界を「ひと括り」にする従来の政策に限界が見えて
きています。本当におカネが必要なところ、活かすところに、おカネを回す
には、これまでの政策を洗い直した新しい枠組みが必要であることと痛感しました。
やっぱり、現場に「知恵」があります。こうしたひとつひとつの知恵を活かす、そして、何より、深刻な悩みに応える
きめ細かい政策づくりに取り組んでいきたいと思います。

活動日記から ： かめい善太郎の日々の活動をお知らせします


